Haloferax volcanii チトクロムaa3 の精製とそれに基づく高度好塩性古細菌の系統分類 by タナカ, ミキエイ & 田中, 幹衛
Osaka University










中 幹 え衛い氏 名 田
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号 第 1 234 1 τEヨコ
学位授与年月日 平成 8 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
理学研究科生理学専攻























した。その結果に基づき Neighbour-Joining 法によるチトクロム酸化酵素の分子系統樹を作成した結果， 16SrRNA 




されたが， この遺伝子重複は前者に比べ最近になって起こったのかもしれない。以上の結果から， COX 1 のタイプ
と構成によって各々の好塩菌属を特徴づけることができる可能性がある。全生物界の COX 1 の helixII から
helixXI までの領域を用いて系統樹を作成した場合， COX 1 は真正細菌と古細菌に分岐する前に遺伝子重複が起こ
り， ミトコンドリアや真正細菌の COX 1 はそのうちの一方から派生したと考えられているが，好塩性古細菌の二
つのタイプの COX 1 も共に，それらと同じプロトタイプから派生した後，それぞれ独自に進化してきたように考
えられる。
論文審査の結果の要旨
高度好塩古細菌の Haloferαx volcanii からチ卜クロム aa 3 の精製に成功した。この酵素がチトクロム C 酸化酵素
である可能性を示し， 44kDa サブユニ y 卜の (COX 1) 遺伝子の塩基配列を決定した。 12種の他属高度好塩古細菌
のチトクロム C 酸化酵素の遺伝子の部分配列を解析し，チトクロム酸化酵素の分子種の起源と分子進化および高度好
塩古細菌の系統分類に重要な知見を与えた。
これらの研究は古細菌の分子進化の研究に貢献するものであり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるもの
と認める。
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